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文部科学大臣　殿

１． 施設整備計画の名称

入間市公立学校等施設整備計画

２． 計画期間

令和４年度（１年間）

（担当）

担当部署：

担当者名：木村　慶

住    所：

電    話：04-2964-1111（内線4154）

入教総第457号

令和5年7月31日

入間市長　杉島　理一郎

　　学校施設環境改善交付金交付要綱第８に基づき、下記のとおり施設整備計画

　の目標の達成状況に係る評価（事後評価）の結果を報告します。

施設整備計画の事後評価について

入間市教育委員会教育部教育総務課

埼玉県入間市豊岡一丁目１６番１号

メールアドレス：ir811000@city.iruma.lg.jp



３．事後評価の実施

（１）　実施時期

（２）　評価の方法

４．総合的な所見

５．各目標の達成状況

（１）　老朽化対策を図る整備

【目標の達成状況】 目標を達成した　／　達成できなかった

【所見】
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計画期間終了時に、本市において評価を実施した。事後評価の結果を本市ホームページに掲載
し公表する予定である。

施設整備計画において計画していた事業について、おおむね計画どおりに実施できた。今後も財
政状況や緊急度等を総合的に検討し、計画的かつ効率的に実施していく。

計画期間終了時、評価結果を決定



（２）　新時代の学びを支える安全・安心な教育環境の確保を図る整備

【目標の達成状況】 目標を達成した　／　達成できなかった

【所見】

（３）　教室不足の解消等を図る整備

【目標の達成状況】 目標を達成した　／　達成できなかった

【所見】

（４）　教育環境の質的な向上を図る整備

【目標の達成状況】 目標を達成した　／　達成できなかった

【所見】

（５）　施設の特性に配慮した教育環境の充実を図る整備

【目標の達成状況】 目標を達成した  　／　達成できなかった

【所見】

６．改築後の危険建物等のとりこわし状況

小学校１校について、屋内運動場共用便所を男女別と多目的便所に改修し、社会のニーズに対
応した施設へ整備できた。また、小学校１校について校舎内便所を改修し、社会のニーズに対応し
た施設へ整備できた。
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７．事業ごとの実施状況

(実施しなかった場合）

事業単位
建物
区分

構造
区分

全事業期間
（契約～完成）

未実施の理由・今後の対応予定等

扇小学校 （４） 07 大規模改造（トイレ） 屋 R4.5～R4.11 R4.11.14

藤沢北小学校 （４） 07 大規模改造（トイレ） 校 R4.7～R4.12 R4.12.27

学校等の名称
事業
区分

目標
備考

（改築事業は、旧施設の
とりこわし時期を明記）

整備方針

事業完了
年月日


